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平成 29 年度の海部会の活動進捗報告 

 

海部会の⽬標とテーマ 

海部会の 3ヶ年（平成 28～30 年度）の活動テーマを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の活動実績 

活動内容 日時 場所 議題 

第 34 回ＷＧ 

（藤前干潟） 

19 名参加 

6 月 24 日（土） 

10:00-15:30 

・藤前干潟 「藤前干潟エクスカーション」への参

加 

第 35 回ＷＧ 

（東幡豆） 

19 名参加 

8 月 21 日（月） 

10:00-12:30 

・東幡豆漁業協同組合 

会議室 

・鳥と海の環境について 

・東幡豆（トンボロ）造成干潟の現地

視察 

第 36 回ＷＧ 

（西尾市） 

19 名参加 

12 月 13 日（水） 

14:0-16:00 

・西尾市役所会議棟 

2F 第 2 会議室 

・海の栄養塩に関する最近の問題につ

いて 

・水質浄化に関する最近の研究事例 

第9回海の地域部会

（西尾市） 

16 名参加 

1 月 24 日（水） 

15:00～17:00 

・西尾市役所水道庁舎 

会議室 

・今年度の活動進捗報告 

・次年度の活動計画 

※参加人数は事務局含む

＜テーマ＞ ＜解決手法＞ 

（3ヶ年の目標） 

●山部会、川部会との合同WGの場を年1回以上は設置するとともに、会員同士の交流を深め、部会

間の各会員が協働して具体的な活動を実践する。 

●矢作川をフィールドとして環境活動を実践している団体、個人の方には本懇談会活動への参加を

依頼し、同志の輪を広げる。 

●矢作川流域の山、川、海で活動する人、団体が気軽に集まることができ、みんなで情報を共有し、

外部に発信することができる活動拠点の場をつくる。 

海ごみ、川ごみ問題での課題の共有 

海の生物資源の減少問題について認識を共有する 

懇談会として『三河湾大感謝祭』に参加する 

造成干潟での生物モニタリング継続的に実施する 

ごみ・流木の問題 

豊かな海の生物調査 

海と人の絆再生 

干潟・ヨシ原再生 
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